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市議団ニュースは政務活動費で作られています

　党市議団は11月 4日に大宮区で市
政報告会をおこないました。
　はじめにたけこし連市議が 2022
年（令和 4年）度決算について報告
しました。市は、予算をつくる段階で
は「146億円不足」と説明していま
したが、一般会計で59.6億円の黒字、
基金総額は895億円で過去最高とな
りました。社会保障費をけずり込んで
帳尻をあわせる一方で、決算審査では

り、ハコモノに熱中している」と厳しく指摘し
ました。

大宮小学校に集約駐車場?

　金子あきよ市議は大宮駅周辺の開発計画につ
いて報告しました。大宮駅GCS化構想を詳し
く説明するとともに、9月議会で議決された駐
車場附置条例の改正（党市議団は反対）につい
ても報告。大宮区役所跡地と大宮小学校の市有
地に集約駐車場をつくることで大宮駅東口開発
を進めやすくする市のねらいを明らかにしまし

た。金子市議は「子どもの学ぶ権利より都市開
発優先でいいのか」と投げかけました。
　また金子市議は、桜木駐車場に商業や結婚式
など多目的スペースを提供する施設がつくら
れ、市が土地を貸すことを議会に報告した、と
話しました。「この地域には防災や渋滞対策な
ど住民要望がさまざまある。コロナのワクチン
接種会場にも使われた。市民の暮らしの立場か
ら声をあげてほしい」と呼びかけました。
　池田めぐみ市議は「レジャープールのあり方
方針案」について報告。7月に行われたパブリ
ックコメント（パブコメ）に歴代2位の905
件の意見が寄せられており、多くが反対だった
ことを紹介。市民の意見を「市の政策等に反映
させる制度」（要綱）と定めているパブコメな
のに、「ほとんどの意見が無視された」と市の
姿勢を批判しました。

待機児童がもともと少ない小学校が
モデル校に

　久保みき市議は9月議会で議決された「放
課後子ども居場所事業」（党市議団は反対）に
ついて報告しました。市の提案では17時まで
全児童が利用でき、待機児童がゼロになるとし
ながら、今回予定しているモデル校（4校）で
は今春の待機児童はわずかだったことが議会質
問で明らかになりました。モデル事業に選ばれ
た中でもっとも待機児童が多かった鈴谷小学校
区でも、学区に新しい民間学童ができて待機児
童は解消する見通しです。にもかかわらず、全
児童が利用できる放課後子ども居場所事業がは
じまれば民間学童保育の利用者が減りかねませ
ん。久保市議は「民間学童保育運営者に対する
裏切り行為だ。子どもたちの放課後がよりよい
ものになるようにしたい」と話しました。
　参加した市民からは「再開発はみんなの意見

● 開発を否定するわけではないが、市民の
目線に立っていないことが問題。アリバ
イづくりのアンケートやパブコメはしく
みを変えないといけない。

●はじめて参加した。市民としてお願いし
たいのは、給食費の無償化、放課後の児
童の安全、保護者の負担軽減。80 代の
私も、子育ての大変さに胸が痛む。未来
のために、まずは子どものことを第一に
考えてほしい。

● 娘が台東区に住んでいるが、台東区には
市民のスポーツ広場があり、ほんの少し
土手になっているところに新しくガード
レールがついたり、隅田川のほとりに小
さな公園があったり、学校の近くの公園
にはきれいなトイレがついていたりと、
どこに税金が使われているのか見えやす
い。一方で、さいたま市はどこに税金を
使っているのか、少しも満足できない。
住民の声を聞いた活動を期待する。

参加者の感想

9月議会報告会を開催9月議会報告会を開催再開発は
市民の声を聞いて

財政局長が「建設費における予算の上限額は決
めていない」と答弁。大宮駅GSC化構想をは
じめ大型公共事業には湯水のように税金を使う
姿勢が明らかになりました。
　またたけこし市議の質問で、市民所得の中央
値は246万円、その階層にいる市民は16万
人であることが明らかになりました。市は「物
価高騰対策で101億円使った」と言いますが、
そのほとんどは国からの交付金で、市の財政支
出は6800万円、市民ひとりあたりに換算す
るとたったの51円です。たけこし市議は「市
民の暮らしにとって必要なものを限界まで削

を聞いて、やってよかったと思えて弱者にやさ
しいまちづくりをしてほしい」「大宮小学校の
卒業生として駐車場計画に驚いた。子どもを大
切にする視点が市にないのは問題だ」「放課後
子ども居場所事業の話はショック。今度どうな
るのか、不安が大きい」「放課後子ども居場所
事業は今後の検証が大事。1年ごとにしっかり
検証してほしい」「市は多くの問題を抱えてい
るが、変えるのは市民」などの声が出されまし
た。また「身近な道路整備などで障がい者が利
用しやすくしてほしい」「学校給食費無償化に
向けた議会の動きはどうか」などの質疑応答も
ありました。
　党市議団として市政の課題と現状を知らせる
とともに、住民の願いが実現するよう引き続き
とりくんでいきます。



（2） 　　　　　日本共産党さいたま市議団ニュース No.1006（2023 年 11月 12日）

あなたの身近な市議会議員です
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被害者支援」「インターネット上の誹謗中傷相
談窓口」の3つがおもな事業で、誹謗中傷に
ついて、メールや電話で相談を受けつけてい
ます。これまでの相談件数は、電話 370件、
メール 513件、面談 38件。圧倒的にX（旧
Twitter）でのトラブルが多く、名誉棄損やネ
ットいじめ、プライバシー侵害などの相談に対
して、弁護士や警察、教育委員会と連携しなが
ら対応してきたお話をうかがいました。
　施設内には、ガラス張りの電話ブースも設置
されています。1件の相談につき2人体制で対
応することで相談員が複数で相談にあたり、専
門知識を補完したり、研修につながっていると
のことでした。
　池田市議は「理念条例で終わらせてしまうの
ではなく、相談窓口をつくり、広くお知らせす
ること。相談が増えてもそれは成果ではなく、
インターネット上での誹謗中傷が減少するよ
う、どうインターネットリテラシーを向上して
いくか。さいたま市民のためになる条例づくり
にむけてとりくむ」と話しました。

懇談する久保・金子の両市議（左から 2人目・3人目）

市議団ニュースは政務活動費で作られています

　近年、インターネット上の書き込みによる個
人情報の流出や、誹謗中傷等の深刻な被害が社
会問題となっていることから、さいたま市議会
では、党派をこえてとりくむ「インターネット
上の誹謗中傷等対策に関する条例」検討プロジ
ェクトチームを設置しました。党市議団から池
田めぐみ市議がメンバーとして参加し、他市の
条例を学び、大学教授の講義や、さいたま市の
いじめ防止シンポジウムに参加し、ネット上で
の問題点の聞き取りなどをおこなってきました。
　誹謗中傷対策については、2020年に群馬県
が日本ではじめて条例を制定し、相談窓口を設
置しています。先進事例を学ぶため、11月2
日、プロジェクトチームで群馬県前橋市にある
「公益社団法人被害者支援センターすてっぷぐ
んま」を視察し、池田市議も参加しました。
　2022年度から県の委託を受けている「すて
っぷぐんま」は、現在、常勤・非常勤スタッ
フ含めて、20人体制。「犯罪被害者支援」「性

　「さいたま市放課後子ども居場所事業」は、
来年度から4校でのモデル事業がスタートし
ます。先行自治体の実態把握のため、11月2日、
久保みき、金子あきよの両市議が、千葉市役所
を訪れ、担当職員から話を聞きました。
　もともと千葉市では全小学校内に公設民営の
「子どもルーム（放課後児童クラブ）」が設置さ
れていましたが、2017年以降、「旧放課後子
ども教室（さいたま市のチャレンジスクールに
相当）」と「子どもルーム」の一体化によるア
フタースクール整備がすすめられています。ア
フタースクールは2023年 4月時点で107校
中34校に設置。2030年までに約9割の学校
への整備が計画されています。登録児童数は全
学年では3～ 4割、1年生に限定すると6割
～7割です。その結果、「子どもルーム」の待
機児童数は2018年の 638人から2023年の
71人へと大幅に減少しました。
　計画的な移行がすすめられているようです
が、アフタースクールと学校との連携が課題で
す。「学校教職員の負担がまったくないと言っ
たら嘘になる。負担を最小限にとどめるための
配慮が大事」（生涯学習振興課長）として、施
設使用に際してのルールや責任の所在、連絡調
整の方法などについての「運営マニュアル」を
紹介されました。また、整備が急速に進むこと
で人材確保が困難になることも予想されていま
す。そのなかで長年かけて培われてきた「子ど
もルーム」の実績や保育内容のよさをどう残す
か、ということも課題となっています。
　視察を終えた金子市議は「全校に公設の『子

どもルーム』がある千葉市と、放課後児童クラ
ブの4分の3を民設に頼っている本市とでは、
一体化事業への移行の条件が大きく異なる。視
察によって、本市の計画の拙速さをあらためて
感じた。一体化事業のなかでプログラムを運営
するには、民間事業者のノウハウが必要になる
実態も分かった。子どもの気持ちが大切にされ
ているのか、利用者の経済的負担が大きくなら
ないか、なども懸念される。今後、議会でこう
した点を追及していきたい」と話しました。

放課後
子ども居場所事業の課題は？
先行自治体の千葉市を視察 さいたま市議会条例検討プロジェクトチーム

ネット上の誹謗中傷等対策に
超党派でとりくむ

　11月29日（水）から12月22日（金）
まで12月議会が開催されます。請願の
しめきりは11月22日（水）午後5時です。
　請願の提出には紹介議員が必要です。
お気軽に党市議団までお問い合わせくだ
さい。

12月議会がはじまります


